
魔法のプロジェクト大分
セミナー実践報告
香川県立高松護学校 近藤創



今日は二つの実践を発表します



ケース１

キーワードは「言葉」



主人公はM君

・高等部3年生

・趣味はネットサーフィンや友達との
メール



ひらがなの文章は読めるが、漢字の理解
が難しい高校3年生。

卒業後に向けて、漢字とどう付き合う？



より大切なのは

「漢字を読むことができる」

「書かれた内容を理解できる」



「書かれた内容を理解するには」

① 文章の内容を理解できる力

② 字を自分の理解できる形状に翻訳する力



漢字を読むことは難しいが、内容さえわ
かればを理解する力はある。

ひらがなや音声にすれば理解できる！

漢字を覚えていなくても、iPhoneや
iPadで漢字を読めるようにすればいい。



ネット

アプリ「ふりがなブ
ラウザ」で、漢字に
振り仮名をつけて一
人で楽しめるよう
に！



メール

漢字部分を「標準機能の音声読
み上げ」を使って理解！



デジタルコンテンツは改善された！

メールやウェブといった「デジタル
コンテンツ」は漢字があっても一人
で楽しめるようになった



次に考えたのは？

雑誌やプリントも
読みたいな、、



カメラを使った文字認識辞書アプリ
「WORLDICTIONARY」を使って、
IPHONEを漢字翻訳マシーンに！











ケース２

キーワードは「職場体験実習」



魔法の宿題プロジェクト

「ベッドの上がオフィスだ！」

院内学級での職場体験実習

～Windowsタブレットを使って～



このプロジェクトの主人公は？

・U君高等部２年生

・脊髄性筋萎縮症Ⅱ型のため本

校に隣接する「四国こどもとおとなの医療セン
ター」に入院し、学校に登校しての学習と、院内で
の学習をしています。

（通信による教育課程で学習をしています）



普段の病院のベッドでの学習の様子です



一番の趣味は、将棋！

高校生の高文祭新人戦で

香川県で６位！！



今までは病院内では職業体験実習は行われていま
せんでした。

入院した状態で、ましてベッドの上で仕事
をするという発想がなかったのです。



強み 彼の頭脳、パソコンの技術、コミュニ
ケーション能力



彼が職場体験実習をするために足りないのは、能
力ではない、仕事と仕事をするための環境だけ。

在宅での就労を進めている企業と協力し、
パソコンを使った仕事をベッドの上で行う
職場体験実習をすることに！



実習をする際に必要な仕事環境

①ワードとエクセルが使える。
②メールが使える。
③電話をすることが出来る。
④ネット環境がある。



以上の条件をもとに環境を整えました。

最初はパソコンを買うことからスタートするつも
りでした。

幸運なことに、魔法の宿題プロジェクトで
WINDOWS８、１のタブレット端末とWIFIルータ
を使用できることに！



職場体験実習

時間 １０：３０～１２：００
１３：３０～１５：００

日時 ６月８日～６月１０日
１１月１１日～１１月１３日









仕事内容







作成文書（WORD）



作成文書（EXCEL）



作成文書（実習のお礼）



WINDOWSタブレットのメリット

①マウスを使うことが出来る！！

U君にとってタッチパネルよりもマウスを利用する方がは
るかに楽でした。



マウス選び



WINDOWSタブレットのメリット

②オフィスやファイルを今まで通りに使える

小学校からパソコンに触れていたU君にとって、今まで通
りに使えるのは大きなアドバンテージです。



WINDOWSタブレットのメリット

③ノートパソコンと比較し
必要スペースが狭い

狭いベッドの上では、スペースを取らないことは大きなメ
リットです。



WINDOWSタブレットのメリット

④ノートパソコンに比べ画面が小さいので、ポインタを大
きく移動する必要がなく楽。

大きなマウス操作は苦手でも細かいマウス操作は得意なの
で小さい画面がメリットになりました。



実習で彼の実力をいかんなく発揮することができ、
その後も実力を磨いて就職を勝ち取る！







就職の際は、愛媛県のジョブサポートが協力してくださ
り、就業の日に自宅へパソコン等の機器の設定をしてく
れました。

様々な人の助けで環境を整えた彼は社会人として仕事を
しています。

体調が悪い時は自分で管理しながら、難しい仕事は必死
になって覚えながら頑張っています。





※写真は体育祭の物です



魔法のプロジェクトを通じて学んだこと

子どもたちを育てることはとても大切だが、育った力
を生かすこともとても大切に

ＩＣＴをつかって育てるだけでなく育った力をＩＣＴ
を使って発揮できるように



卒業してからもお互い気楽にやり取りができる

FacebookなどのSNSを使うと、卒業して会う機会
が減っても、そばにそっと居続けることができる

お互いにとって楽しい影響し合える存在で居続け
ることができる



ご清聴ありがとうございました


